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今 日の保育者養成校における音楽教育に関する一 考察

一 幼稚園側の要望を手がかりに
一

○大谷純
一
　　鈴木泰子　　大場麻美子

　　　（聖セ シ リア 女子短期大学〉

1．研究目的

　 こ こ数年、保育者養成校に入学す る学生の 気質や能

力な どに は著しい 変化が見 られ る。それ は学習目的 の

希薄化や学力低下、生活姿勢とい っ た問題だけで はな

い 。〈ピ ア ノ レ ッ ス ン 〉〈リ トミ ッ ク〉〈保育内容 ・表 現〉

な どの 体 験型の 授業 に お い て は 、自らの 「か らだ J を

解放するこ と、「か らだ」 で感 じ る こ と、「か らだ 」 で

表現す る こ と、他者 とか か わ る こ とを躊躇す る学生 を

多 く見か けるよ うに なっ た 。 そ して本研究 で は 、 こ う

した 学生た ちを視野に入れた、今 日の 保育者養成校 に

お け る音楽教育の あ り方を検討す る目的に よ り、その

課題を探 る こ と と した。

皿．研究方法

調査方1　 幼稚園を対象 に、質問紙調査を行 っ た。

魎 　聖 セ シ リア女子 短期大学平成 12年度〜14

年度 の 実習 ・就職園 111 園で ある。その 内訳は神奈川

県 79 園 （相模原市 ・横浜 市 ・厚 木 市など〉、東京都 32

園 （町 田市 ・八 王 子 市 ・多摩市 な ど） とな っ て い る。

魎 固　平成 15年 7月 1 日〜7 月 26 日

齷
・記 入 者 の 役職など・園 の 概要 ・音楽活動の

概要 ・保育者養成校で養 っ て欲しい 基礎的技能 ・保育
’

者養成校の 音楽教育に 対す る 要 望 や 意見

醜 　111園中 74 園 よ り回収、回 収 率 67 °

／・

皿，結果

　 【記入者】の 約 8割は 園長、副園長 、主任 で、園の

統括や保育者 の 指導的立場 の 者 が 多か っ た 。

　 1園児数】は 200 人 未満 31％、200〜300 人未満 38％、

300 〜400 人未満 15％、400 人 以上 16％で あ っ た．

　 【保育形態】は
一
斉保育73％、自由保育 3 ％、

一
斉

と自由保育の 混合形態22％、そ の 他 3 ％で あっ た。

　 【音楽活動 の 概要 1 で は、1 園を除く全て が 朝や帰

りの 集会時に 音楽活動 を行 っ て い た。また、定期的な

音楽活動を行 っ て い る園 は 43 °

／・ 、行 っ て い な い 51％、

そ の 他 5 ％で 、そ の 内 容 は鍵盤 ハ
ーモ ニ カ 31％、歌

唱 ・リ トミ ッ ク 共に 28％、その 他、打楽器、歌 遊 び な

どで あ る 。 年間行 事 で多く行 われ て い る 音楽的発表の

内 容は 、器楽合奏 81％、合唱 73％、ダン ス 70％、オ

ペ レ ッ タ 64％、鼓笛隊 26％ とい う結果で あ っ た。

　 【保育者養成校 で養 っ て 欲 しい 基礎的技能】の 結果

は表 1 の 通 り で あ る。こ こ で は、表 1 に 示 す選択肢を

用意 し、そ う思 うもの 上位 5 つ に順位を付す よ う依頼

した。その 結果を 5段階評価 （1位 5 点、2位 4 点
…

5 位 1点） し、各内容 の 平均得点を算出 した。

　　　　　　　　表 1 ．基礎的技能

内容 得点

弾 き歌 い

ピア ノ演奏

簡易伴奏

歌唱 法

移調奏

簡易楽器演奏

創作

4．113

．633

、102

．812

．062

．051

，53

　 【保育者養成校の 音楽教育に対 す る要望や意見】に

っ い て は自由記述 と した。記入 53 園 （未記入 21 園）

か ら得た要望な どの 概要を表 2 に纏 めた。

　　　　　　 表 2 ．要望・意見 の概要

内容 件数

基礎的技能に 関 して　　　　　　　48 件

　 ピア ノ 演 奏 （23）　 弾 き歌 い （9 ）

　簡 易 楽器演奏（6 ）　簡易伴奏（4 ）

　歌 唱 法 （3 ）　 　 その 他 （3 ）

読譜力 に 関 して 　　　　　　　　　 4 件

リズ ム カに 関 して 　　　　　　　　　4 件

感性 ・表現力 に 関 して 　　　　　　 13 件

心情 ・意欲
・態 度に関 して 　　　　12 件

IV．考察

1、基礎的技能に関 して

　こ の 上位 は 「弾き歌 い 」 「ピ ア ノ 演奏」 「簡易伴奏」

で あ っ た。園で の 音楽活動を概観 して も、保育 の 中で

歌は 中心的な存在で あ り、「弾き歌 い 」は 保育者 に とっ

て 不 可 欠な技能と考 え られ て い る こ とが わか る。また、

合 唱 や オ ペ レ ッ タな どの 発 表 で は ピア ノ 伴 奏 （演 奏 ）

が一
般的で あ る と思われ る こ とか ら も、幼稚園で の 音
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楽活 動 にお い て使用頻度 の 高い ピア ノ の 技能習得に 寄

せ る期 待 の 大 き さが伺 え る。こ れ に つ い て は 養成校の

音楽教育 に対する要望や意見に も顕著に 現れ 、
「ピア ノ

の 基礎 ・基本を身 につ けさせ て 欲 しい 」 「ピ ア ノ の 技術

が 年 々 劣っ て きて い る」、また 「正 しく伴奏が 弾けるよ

うに して 欲 しい 」「伴奏が途中で止 まらない 程度の 力を

身 に っ けて 欲 しい 」 など、「ピ ア ノ 演奏」 と 「弾き歌い 」

に 関する要望が 数多く寄せ られ た 。
こ うし た こ とか ら

も、幼稚園側の 求め る ピ ア ノ演奏 レ ベ ル に応 え られ な

い保育者が少なくない ように思 う。また、子 ども主体

の 音楽活動 を展 開す るため に必 要な 「移調奏 」 「創作」

「簡易楽器演奏」 の 得点は あま り高くなか っ た。しか

し、質問紙 に 付記 されて い た 「順位をつ け る の は非常

に難 しい と思 い ま す。

一
応 つ け ま したが ・・

」 とい う

意見を見て も、これ らの 技能習得 を望 む 園は 少 ない と

結論づ ける こ とは 早急で あ ろ う。 む し ろ幼稚園側は、

せ め て 毎 H の 保育に 支障を来たさない 程度の 「弾き歌

い 」 「ピ ア ノ 演 奏」の 技 能習得を望ん で い る、と捉 えた
．

方が よ い の で は な か ろ うか。

　 保育 における ピ ア ノ活用 の 問題 は 他に 譲 る と して、

保育者が ピ ア ノ を大きな助けとしながらも、それに対

処 で きる演奏能力が 不 足 して い る ならば、養成校 で の

ピ ア ノ教育 の あ り方を問い 直す必 要 が あ る と考える。

2．読譜力な どの 基礎的能力に関して

　 自由記述欄 に は、「楽譜を読め る よ うに して 欲 しい 」

「正 しい リズ ム 感を身に つ けて 欲 しい 」 とい う要望が

挙げ られ て い た。読譜力、ある い は リズ ム 感 ・音高感

な どは 、こ こ に問題 とな っ てい る 「弾き歌 い 1 や 「ピ

ア ノ 演奏」 技能の 向上 に貢献す る能力 で ある こ とは言

うま で もない が、子 ど もを指導す る うえ で も重 要 な も

の とな る。 音楽教育の 基礎 を く読 め る〉 （書け る〉 ＜表

せ る〉 とす るな らば、教科 の 性質上、〈読める 〉、すな

わち音 ・音楽を 「か らだ」 で感受で きる力や 、 音楽の

メ ッ セ
ージ （＝ 楽譜）を読み 取れ るカ よ りも、〈表せ る〉

カ に 目が奪われ が ち な面 が あ る。これ は、軟弱な地盤

に 強固な建造物を築 くよ うな もの で あ り、こ う した 点

を考え あわ せ なが ら、本研究テ
ー

マ を省察 し て い く必

要性 を改 め て感 じた 。

3．感性 ・表現力および心情・意欲
・
態度に 関して

　幼稚園側 の 要 望 には 、「表 現 力 を養 っ て 欲 しい 」 「音

楽 の 楽 し さ を体全 体で 表 現 で き る よ うに して 欲 し い 」

など、表現力 の 育成 に 関す る も の が少 な くなか っ た 。

また、「音楽の 心を表現で きる演奏技術」や 「笑顔 で楽

しい 気分 で 指導す る こ と」 が 望まれ て い るが、こ の 要

因 は 「表 現力 の 乏 しい 保 育者 が 多くなっ て きた」 とこ

う に あ る と思 われ る。表現力 は、音楽 とい う器 の 中だ

けに 留め考え る もの で は なく、保育者養成教育全般 に

わ た る課 題 と捉 え るべ き で あ ろ う。 そ し て 、 保育学 生

の 表 現力 の 乏 し さが指摘 され る今、表 現力 の 育成を養

成校 として ど う受け止 め、どう対処するか、その 方策

を探 る作業を怠 っ て はならない と考える。

　また、「感性を磨 い て欲 しい 」 とい う要望 も多く寄せ

られ た。今 日、さ ま ざま な分野 で 「か らだ 」 め 見 直 し

が行われ て い るが 、こ の 背景 に は、感性の 問題 と も深

くか か わ る 「か らだ 」 の 弱 ま りへの 危機感が あるよ う

に思 う。そ して 、感性の育成は 「か らだ」 の 耕 し と養

成 にもか か わる問題で、子 どもの っ ぶやきを感受し、

そ れ に応 答 す る相互 交 渉の 中に 日 々 生 活 す る保育者 に

とっ て は重要な能力 と言える。こ の 感性 の 育成は 容易

で は ない が 、保育者の 基礎的能力 と して1そ の 育成 に

取 り組ん で い か なけれ ばならない と考 え る 。

　最後に、心 情
・意欲

・態 度 に 関す る要望 を検討 して お

きた い 。「音楽の 好 き な保育者」 「音楽を大切に する 心 」

を育て て 欲 しい とい う要望 に は、義務的 に音楽とか か

わ っ て い る保育者の 姿が 見 え て くる 。
「音楽 を好き」 と

い う保育者の 心情は、子 どもの 音楽への 興味と関心、

愛好心を育む大切な源となる 。 こ こに提出され た意 見

は、わ れ われ 授業者 へ の 警鐘 と受 け止 め、日 々 の 教育

の あ り方を振り返 る必要が ある だろ う。また、厂努力を

しない 保 育者が多 くな っ た 」「努力 の 必 要 な こ とを伝 え

て欲 しい 」「やる気の ある保育者 を望む」とい う意欲 と

態度 に 関す る意見は、現在の 学生気質を端的 に表現 し

て い る。こ うした心情 ・意欲 態 度は職業意識 とも結び

つ くも の で あ り、そ れ は 専門職 として の 責任感、使命

感 の 育成 と関連 す る課 題 で も あ る。今 日の 保 育者 養 成

校の 音楽 教育にお い て は、こ うした 点 も考慮 した 取 組

が 必 要な時代を迎えて い る と言えるの ではない だろう

か 。

V ．おわ りに

　以 上を踏 ま え考 え る と、先ず は 幼稚園側の 要望を真

摯に 受 け止 め、音楽 の 基礎的技 能 ・能 力 とは何 か を 明

確に す る必要が ある。すなわち、それは教育内容の 再

検討で あ り、そ の うえで、養成期間や他教科 との 連携

を視野に入 れ た 教膏内容 の 配 分 と配列、そ して 教育方

法に 関する 研究を推進 しなけれ ば ならない と考 え る。

ま た 同 時に 、保育者養成教育 に お け る音楽教育 の 位 置

づ けや役割を明確 に す る こ とも肝 要 で あろ う。
こ う し

た取組 を進 め る に あ た っ て は、こ こ に挙 げ た諸課 題 に

目を 向け、これ に 対処す る教師自身の 意識改革 が 重要

に なる と考 え る。
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